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佐 賀 県 聴 覚 障 害 者 

サ ポ ー ト セ ン タ ー だ よ り  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みみの記念日 ３月３日耳の日 ６月６日補聴器の日 ９月９日人工内耳の日 9 月 23 日手話言語の国際デー 

なお知らせ！ 

9月 23日は世界ろう連盟（ＷＦＤ）が設立された日。 

この日が「手話言語の国際デー」とされ、世界平和を表す青色にライト 

アップする運動が進められています。 

県内で「手話言語条例」が施行されているのは、佐賀県と佐賀市、 

唐津市、武雄市、嬉野市の 4 市です。未制定 16市町でも熟度は違い 

ますが、学習会や映画会等が始まっています。 

こういう気運を一層盛り上げるために、この 23日にブルーライトア 

ップ運動やイベントに取り組まれる市町は次のとおりです。 

 

 

ろう者向け日曜教室（9月 3 日） 
●コロナ禍明けで、久しぶりに 2015年の世界遺産登録以来 8年ぶりにリニューアルされた世界遺産

「佐野常民と三重津海軍所跡の歴史館」を訪問しました。（21名参加） 

〇これまで屋外を VRスコープで視るシステムはなくなりましたが、大型ビジョンや木組みドックの

模型、大型船の修理模様の映像は大変バージョンアップされています。 

●早津江で出生された佐野常民の人物にも焦点があてられ、日本赤十字の創設者とあわせ後れを取

っていた産業革命を推進する佐野常民の功績が映像で明らかになっています。 

〇三重津海軍所は鎖国中に木組みドックを作り、大型船の修理を成し遂げています。その三重津海

軍所の責任者として、当時のからくり儀右衛門ら 4名のエンジニアを集めドック改修、資金集め

等により洋式海軍を整えられました。 

●西南戦争で負傷した兵士を敵・味方問わず手当て 

する日本赤十字を創設する等、大活躍されている 

ことが解明されています。 

 

今回、乃村工藝社によるプロデュースで迫力ある展 

示となっています。参加者は猛暑も忘れる位すばら 

しい展示を説明された博識の内田さん、手話通訳の 

野田さん、吉村さんに大きな拍手を送っていました。 

嬉 野 橋（シーボルトの湯前） 

佐賀市メディカルセンター (昨年) 

 

市 町 名 ライトアップされる建物・場所等 期 間 

佐 賀 県 

佐 賀 市 

唐 津 市 

嬉 野 市 

武 雄 市 

太 良 町 

旧 館 

筑後川昇開橋 

唐津城 ボートレース唐津 

嬉野橋（シーボルトの湯前） 

武雄市役所 庁舎（正面・西面） 

太良町役場本庁舎 

9/22－28 

9/23－25 

9/23－29 

9/1 －30 

9/23  

9/22－25 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県聴覚障害者サポートセンター 
〒840-0826佐賀市白山二丁目 1-12（佐賀商工ビル４階） 
ＴＥＬ：０９５２－４０－７７００  ＦＡＸ：０９５２－４０－７７０５ 

メールアドレス：ｉｎｆｏ＠ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ 
ホームページアドレス：ｈｔｔｐ：//ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ/ 

 

＜開館時間＞ 

9：30 ～ 18：00 

＜閉館日＞ 

 毎週月曜日、祝日 

●巡回聴こえの相談（予約制） 

9 月 20 日(水) 10:00～15:00  

佐賀市役所 大和支所 1 階 第 1 会議室 

10 月 31 日(火) 10:00～15:00  

嬉野市中央公民館 視聴覚室（旧塩田公民館） 

11 月 21 日(火) 10:00～15:00  

上峰町おたっしゃ館 相談室 
 

第 15回は「補聴器の効果が低い」と判断されていた事
例です。 
 
 
 

感音難聴のため補聴器を使っても明瞭に聴こえるように

はならないと説明を受けていた方が相談に来られました。 

これまでかなり大きい声でも言葉を聴き取ることは困難で

した。この方は難聴だけでなく、疾病のため喉頭を摘出して

いるので発声や発語ができません。意思の疎通がとても難

しい状態にあります。 

 

 
この方の支援者から、たまによく聞こえている時があるの
で本当に限界なのか詳しく調べてほしいという依頼がありま
した。 
センターでは、聴力測定と言葉の聞き取りを測定可能な
最大値まで試してみました。結果は、音が大き過ぎて聞き取
りにくいと予想される音量であってもよく聴き取れていまし
た。混合性難聴であることがわかり、耳を傷めない程度に音
量を上げることで聴こえが改善できそうです。本人も、もっと
聴き取りが良くなりたいと意欲的になられました。 
補聴器の調整を始める前に、耳と鼻の状態をかかりつけ
の耳鼻科で診ていただきました。鼓膜は少し硬くなっている
が異常はない、とのことでした。 
そのうえで、認定補聴器技能者に調整をお願いしました。
急に音量を上げると、うるさく感じるので時間をかけて段階
的に上げていただきました。 

 

 

その結果、これまでわからなかった 

エアコンの音が聞こえるようになり、 

テレビの音量は以前より 10下がり 

よく聴こえています。 

限界と諦めずに、専門家と相談して調整 

することを勧めます。 

役に立つ 新シリーズ 【15】 

編集後記：ようやく朝晩涼しくなってきました。○ふ  

●福祉施設職員向け 

手話講習会修了式（9月 2 日） 

補聴器を使っても現状が限界。 

本当に限界？ 

テレビの音量が 10下がる。 

●聴こえのセミナー 9/17(日) 

『聴こえが悪くなるとどうなる？』 

～難聴と認知症との関係～ 佐賀商工ビル 4 階 

サポートセンター 研修・会議室 13:00～14:30 

難聴になると、耳から脳に伝達される情報量が少なくなり

認知症発症につながってくるとされています。どのように

難聴に向き合えばよいのか、GN ヒアリングジャパン(株)

からトレーニング＆ビジネスサポートマネージャー 

の齋藤 実 氏を講師に迎えてお伝えします。 

補聴器や関連機器の体験の時間も設けています。 

 

職場や仕事の現場でろう者とコミュニケーションが

とれる手話の講習会・全５回が保育所や佐賀市役所

の相談窓口等の４名が酷暑のなか修了されました。 

●豚熱(ぶたねつ)病～唐津市で発生 

8月 30日に 1例目(飼養規模・約 500頭)が発生、

翌 31日に 2例目(飼養規模・約 1万頭)の発生が確

認された。佐賀県では豚熱対策本部会議が設置さ

れ、リアルタイム配信される会議の「手話通訳」

と、ホームページで公開される「要約版」による

情報保障が行われています。殺処分は 9月 8日に

完了しました。(令和 2年家畜伝染病予防法が改正

され、「豚コレラ」の名称が「豚熱」に変更) 

●マダニ感染最多ベース 

肌の露出を極力減らすこと、長袖、長ズボン着

用、首にはタオルを巻く、ズボンの裾を靴下の

中に入れる等の対策で防御しましょう。 

注意 注意 
注
意 

注
意 

とん ぶたねつ 


